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:!-I~回心躍療法に関しては既lζ若干の知見を得ることができる。例えばAxline，V. M. ，< 1) Dorfman， 
E.，ば)Hobbs， N.，<S) SlaVSOl1， S.R.，<S-lS) Ginott， H，G， (5・1--5・2) 等があげられるであろう。
前三者-は米談者中心療法の立場にあり，後二者は分析療法の立場にある。








ζの点 AdleriJfIのA号えに従う Dreikusや Foxの立場とはん法的に対照的である。即ちある程度
Co が例と伺との関係よりもむしろ 'lï~'L柴田全体の言語以外の行動而の動きを回収!志向 goal-directed
< 3)という立場から理解しようとするのとは，相当方法的に ζとなるのである。































1) Ok男 6才5月キ 主訴 :動作が遅い，何もする気がない，友達がない，夜尿(起さないとも
らす)など IQ : 118 (鈴木ビネー) 発育状況 :帝王切開による出産(母親に心臓疾患一心室中隔
欠損症ーがあるため)，出産時原準より小，頚部リンパ腕肥大 家族燐成 :父 43才(勤務医)，母
38才(自宅業医)，祖父 72才，祖母 67才，叔母 36才，叔父 32才(会社員)
2) 区i男 6才2月 主訴 :注意力散漫，集団iζ参加できない，行動が現実離れがしている，妹
をいじめるなど IQ : 112 (鈴木ピネー) 発育 :別に問題なし 家族構成 :父 36才 (会社口)， 
母 32才，妹 4才
3) Ka男 5才10月 主訴 :短気， ひがむ， 君主極的!と遊びたがらない IQ : 113 (鈴木ビネー)
発育 :別に問題なし 家族構成:父 44才(公務員)，母 39才，弟 4才，祖母 72才
4) Ni男6才8月 主訴:感情の動きがはげしすぎる，弟とはげしくけんかをしたり， すごく仲
. ~長談当初の年令， 以下凡て乙れに準ずる
( 2 ) 
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がよかったりする，弁当を食べるのがおそい。 1Q : 115 (WJSC) 一言語112，動作114一発育:3才
のとき哨息の発作が若しい， 4才l;ijから発作なし 家族構成 :父 37才(商業デザイン)，母 35 
才，弟 4才
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第 2 期 @~⑤ 全体的lζ感情表出が感んとなり，Niを除き受容的で自己批判がでできている。特
iζ Kiのそれがめだっ。
第3期 @~@カ ウンセ リング過程を通じての CI材料 の成長度(心理治療の効果) Iζ著しい個人
差がでできて，それが決定的になってしまった。
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2) @~3 Kaの受容度，自己批判がめだっ。 Kaは一貫して知的水準での受容に定着し， Niは
他の三者から著しくかけはなれた低い段階K低迷している。外罰的で自己批判にかけている。 4人の
成長度は， Ok， Ki， Ka， Niの煩で， OkまたはKa，Kaと Niとの間にそれぞれかなりの蕗差が
みられる。 Okの自己決定，Okの母子関係の安定などが特記される。
B) 母親の学校に対する関心から分類すると次のようになる。
第 1 期 小学校入学まで①~:@ (上記の第UTl+第2期にあたる)
入学を前にひかえ，不安とあせりを感じている時期
第2期 小学校入学以降順調κ通学している乙とへの一時的安t者の時期，坦任がまだはっきり子ど
























( 4 ) 





ものがあり ， カウンセラ ー的役割をするが，受6のみ;えが占い。やはり ~1 さが!求長をtj!!.!} しているよ
うに思われた。@を契I賓として Okと Kaがぐっと接近した感じである。 K"はIは切からn分の問題
ととり組む心構えがあったように思われ，成長は若しいとはいえないが，はじめからある高いぷ燃を
保っていたものと思われ， 乙の期では水俗的lこは OkIζ次いでいるが， 子どもの問盟性は深く炉決
への見通しはまだ出てζなt、。 Kiもひかえ目ながら，カウンセラー的役拘jを果すが， Ka にi七し~え
が深いようだ。 Niは欠席も多いが，発言数が多いのに反比例して勤きはもっとも少く，皆からも深
い関心はもたれていないようである。他の三呂-との聞に大きな開きができたζとを感じている。 Ok








co は Ok1ζ対しては終結に近づいた乙とを感じ，Ki rζ対しては伺人治療の必要性を1I'(J~.!.~し ， Ka 
iζ対 しては事情がゆるせば個人治療を~Å越している。 Ni は早晩来，淡しなくなる乙とが予測される。
3) 個人別の考察
Ok は小学校入試が一つの山で， これを無 'J~通過して， 親もほっとしてやかましくいわなくなり ，























きたとともに，集団の特長もはっきりしてきた。 c) 欠席者ー が1人もなく金口出席がつづいた。











それぞれの組合せがはっきりしてきた。 a)Kiと Niは特に仲が怒。 b)Kiと Kaは基本的iζ気持
があうように思う。 c)Okは第1期Iζはや，グループから外れていたが，現在は同列で人気すらあ




第1期 主.J'Fはどの Chも消極的 .dl込忠楽などであるのに， プレイは初回から非常ににぎやか
で活発である。 1リj回は集団プレイ は少くぺアは次々にかわりアソピの内容もまとまりはなかったが，
徐々に個人プレイ をしながら も相互間のラポー ト はつくようになった。初回から攻繋的なプレイ が~
いが次第にその度が強くなり，郡木を倒したり多量のA<を室内lζ仇す。個人的に内容をみると Okは
タイヤを乙ろがし，Kiはダンプカーをはしらせ，Ka は熊の指人形を伎い，Niは阿用紙などを用い
事セラピー終了後の研究会で Thから乙の乙とが録集されたが， Coから Okも皆と同じように受入れて
いζうではないかとの提案があり倍し合いがまとまった。
( 6 ) 
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て製作するなどそれぞれ特長のあるアソビをしている。 Okは子どもら しくなく顔色も悪く Thに対
して妨主的で苦情が多い。第5回目はその頂点lζ達したようである。 Kiは乗物lζ酔うらしく プレイ
のはじまりは調子がのろく ，time up は特lとまもれない。 Kaはおとなしくめだたないが自分のして
ほしいととを屯話に託していうととが多い。 Niは自分からいいだして新しいアソピをしがちである。
5回迄欠席者は1人もなく ，各自の名前をおぼえるなどグループになれてきた。全体に timeupはま






































あるが， 今考・へてみると続けた乙とが~]ってよかったのを焔!必するものである。また 4人の メンパー
の中でこの Clだけが集団遊戯治療で効果をあげたケースであるといいきれるのではないかと思う。















ないが，ζれから乙そプレイをつづけて Clのもっている ThIζ対する好意 lζ乙たえたいというか
乙たえるべきケースではないかと思う。
Ka についてはじめしばらくの聞の印象をまとめると， (1) おとなしいが人なつっζい表情を時々
する。 (2) 時折ちゃめつけのある ζ とをJう。 (3) あたたかいと ζ ろがある。 (4) 白己主張が少なす








( 8 ) 
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らが|司いのではないかと思うカijs求すべきと巧・える。








1) Clの数 乙ζでは母子共それぞれ4~ Slav田 n，S.R川によれば理忽的なチどもの数は5
-6人であるという。従って人数の点では別にとりたててと ζで問題にする乙とはないように思われ
る。
2) 性別 乙乙では川れも児子であるが，Ginott， H. G.川刊によれば，幼児は男女一緒で差支
えないが，学童では男」正月IJがよいという。われわれの場合は年令的に丁度両者の境界線竣にあると思
われるので，向性のm団と異性の集団との比絞が興味のあると ζ ろである。
3) 1 Q 乙乙では112-118のものを集めたが，Slavson， S. R.川，ICよればIQは重要な基準には
ならないという。もう少し変化性iζ富んだ}jが却ってダイナ ミックな動きがみられたかも知れない。
4) 年令巾 乙乙では5: 10-6 : 8で年令IJが1年未満となっている。滋脇要lζよれば年令差は
1年以内である乙とが1uも望ましいと川。 Slavson，S. R. (1引によれば，基本的年令分布は2才の
聞きがあると述べている。議脇要も指摘するととく ζの点に関しては理:tl.t的であるようである。
5) 母親の年令巾 乙とでは32--29才で大きくない。 Slav臼n，S. R. は波と子ほどの年令差のあ
るものを一緒の集団lこしてはならないが， 成人の場合はかなり大きくてもかまわないと述べてい
るt問 。
6) 家庭の教委程度 多少の変化性はあるが:K-li;はない。母綬の学歴は Ok， Kiが旧制専門学校
卒， Ka， Ni は旧制点女卒，父終の学歴iまOk，Ka は旧制大学卒， Niは旧制専門学校中退，Kiは
旧制lJ>jt.である。乙のr度の変化性は望ましいのではないか。
7) 同胞数 Ok はl人子，他は2人きょうだいの長子であるが， I主観l切に共通の話必があるから
f~以するであろうと思われたが， 逆lζ話題の相具の中から自ら共通点を比つけだす)jがより創造的で
あり保てよいとも思われる。
8) 主訴 ひっ乙み思案，きょうだい嫉妬，~I:社会性など共通した問題をもつが， 却ってダイ ナ ミ
ックな動きを少くさせたのではないかと巧・えられる。 Slavson，S. R. (1りによれば，ひっ乙み思案の
傾向のものばかりの忠問は治縦効果がないというているととも一考を要する。
9) 問題性の深さ ζ こでl[{ぬった j二どもの間ではかなり大きいIIJがあった。集団椛成にあたって
-.!J~凶内での個人間の問:liJ性の深さのiF~き巾についても研究しなければならぬζ とを新感した。乙の
ととは以上に挙げてきた1:U~とはやや次元を具にするものと思われる。
( 9 ) 
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4) Niは問題は母子ともに残っているが，未だ十分に心理治療の意義が理解されず へ 早晩米談
しなくなるものと予怨される。



















(1) Axline， V. M. Play Therapy， Boston， Houghton Mifflin (1947) 
Group Therapy as a Means of Self Discovery for Parents and Children， Group 
Psychother.， 8 152..1ω (1955) 
(2) Dorfman， E. : Play Therapy in C. R. Rogers' Client centered Therapy， Boston， Houghton 
Mifflin (1951) 
(3) Dreikus， R. : Group Psychotherapy from the Point of View of Adlerian， Int. J. Group Psychother.， 
Vol. VI， No.4， 3臼....375(1957) 
(4) Fox， L. : Group Therapy and Group Dynamics (茨減キリスト教学園カンセリング研究所:昭和39年
度大阪カンセリング研究会IC於ける講演)
(5.1) Gi聞は， H. G. : Group Psychotherapy with Children， Mc Graw-Hill， 34...35 (1961) 
(5・2) : Differential Treatment Groups in Guidance， Counseling， Psychotherapy and 
Psychoanalysis， lnt. J.おc.Psychiat.， 3， 231..幻5(1957) 
(6) Hobbs， N. : Group cente.red Therapy in C. R. Rogers' Client-centered Therapy， Boston， 
Houghton Mifflin (1951) 
(7) 森脇要 :子供の心理療法，慶応通信，64....65 (1959) 
(8) 小川太郎， 山線消道共訳 :S.R. スラグソン集団心理療法入門，滋f~容房， 49....50 (1959) 
(9) Ibid.， 127 
(1暗 Ibid.，128 
(1) Ibid.， 137 
U~ Ibid.， 144 
(1~ 小川太郎，山ÆJ~thiliJt，O~ : S. K スラグソン 分析的民凶心泌総法，，)JHJ';占!;}， 147....156 (1958) 
(14) lbid.， 148 
(15) lbid.， 153 
(1~ Ibid.， 154 
(1司 lbid.，156 
(l~ Ibid.， 301 
(19) Ibid.， 301..302 
( 11 ) 
- 84一 児車学
Summary 
Four mothers with emotional problems were given the group psychotherapy and their 
children (patients) given the group play therapy for an hour once a week. The results 
obtained are as follows 
1) The :tttitudes of four mothers in each session was observed to correspond to 
those of their respective children. For instance， the degree of change in mothers' 
under-standing of therapy， their personality rigidity， and their creative ability were 
almost the same as those of their children. 
2) As far as the effect of therapies with mothers and their children was concerned， 
the degree of change observed in both was similar. 
3) It is found that in client-centered therapy the coincidence in intuition for 
therapy between counselor and play-therapist ~hould be required in group therapy more 
than in individual counseling. 
4) Our experience of group psychotherapy showed that it was not effective way to 
decide the conditions of group formation for therapy only by intakers〆 (whodon' t 
work with clients in terms of therapy) diagnostic informations， and that its conditions 
should be decided by therapist who are actually engaged in therapy. In addition， it
was fouud desirable that therapist should have intake interview知 dcontinuously 
give the therapy. 
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